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「平成２９年度三沢市と三沢基地米軍との連絡協議会定例会」 

（概要） 

 

日 時：平成３０年２月１４日（水）１０：３０～１１：１０ 

場 所：米軍三沢基地将校クラブ  

 

１ 開会 

 

２ 開会の挨拶： 第３５戦闘航空団司令官兼米軍三沢基地司令官 スコット・ジョーブ大佐 

三沢市長 種市 一正 

２ 開会の挨拶： 

３ 出席者紹介 

米 軍 側： 第３５戦闘航空団報道部長 サマンサ・モリソン大尉 

三沢市側： 三沢市政策部参事兼基地渉外課長 澤田 潤 

 

４ 議事 

（１）案件（三沢市） 

① 三沢基地内大学県民就学事業への支援依頼について（国際交流課）：山本政策部長 

 本事業につきましては、在日米軍と外務省で確認されたガイドラインに基づき、平成２

年、当時の米空軍第４３２戦闘支援群司令と青森県知事との間で取り交わされた覚書によ

って、同年８月から開始されております。以来２８年にわたり、本事業は、青森県にいな

がら米国大学の正規の学位が取得できるプログラムとして、青森県民及び三沢市民に対し、

貴重な高等教育の機会を提供しております。 

 しかしながら、日本人就学者数が近年低迷している状況にあることから、平成２７年度

の本協議会において公開授業の実施などを提案させていただいたところ、平成２８年と２

９年の２回にわたってオープンキャンパスを実施することができました。今ご覧になって

頂いているスライドは昨年のオープンキャンパスの様子です。あらためて、米軍三沢基地

ご当局のご理解、ご協力に感謝申し上げる次第であります。 

 当市といたしましては、本事業が青森県及び三沢市における国際的な人材育成のみなら

ず、日米の相互理解促進及び友好親善に寄与するものでありますことから、より多くの日

本人に三沢基地内大学で学んでいただきたいと考えております。 

 つきましては、来年度以降もオープンキャンパスを継続して実施していただきますよう

お願いいたしますとともに、オープンキャンパス実施の際には、基地内大学への就学の機

会をより多くの県民へ周知するため、日本メディアの取材の受入についてもご協力を頂き

ますよう、引き続き本事業への積極的なご支援をお願い申し上げます。 

 

（回 答） ジョーブ司令官 

 基地内でのオープンキャンパス実施につきましては、非常に好評でありまして、ご紹介

にございましたように、最近では２０１７年の１１月に実施されております。青森県と協

力しまして、基地内にある教育センターが中心となり、青森県の意欲ある学生を基地内大

学に受け入れることが出来るというシステムを継続していくことは非常に喜ばしいことで

あると思います。そして少しでも多くの意欲のある学生を、基地内の大学に迎えるお手伝
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いが出来ればと思います。また、オープンキャンパス実施にあたりまして、これまでどお

り支援を継続していきたいと思っております。また、報道機関の取材の受け入れに関して

も、基地の報道部が中心となりまして最大限の協力をしたいと思っておりますので、よろ

しくお願いいたします。 

 

②イングリッシュキャンプ開催への協力について（学校教育課）：山本教育部長 

 中学生を対象に英語によるコミュニケーション能力向上を目指して実施する英語教育推

進事業（イングリッシュキャンプ）について、引き続き米軍基地内の施設見学及び施設内

体験について、ご協力をお願いいたします。 

 三沢市教育委員会主催イングリッシュキャンプは、平成３０年８月１日～８月３日を期

日として，市内の中学生４０名を募集する予定です。 

 青森県教育委員会主催イングリッシュキャンプは、平成３０年８月８日～８月１０日を

期日として，県内の中学生６０名を募集する予定です。 

 それぞれの開催日のうち、８月２日、８月９日に基地内訪問を計画しておりますので、

そのサポートをお願いいたします。三沢市のイングリッシュキャンプと県のイングリッシ

ュキャンプと２回にわたり御協力をお願いすることになり，米軍関係者の方々にも大変な

ご負担をおかけすることになると思いますが，何卒ご協力くださいますようお願いいたし

ます。 

 昨年８月に行いました日程・内容ですが、時間は、9：00～13：00、見学・体験場所とし

て、米海軍、消防、ユースセンター、放送局、病院、放課後スクール、昼食については，

フードコート、バーガーキング、モクテキ等にて実施いたしました。 

 協力依頼内容として、基地入門パス申請、基地内の見学及び体験する各施設との連絡調

整、昼食会場の手配をお願いいたします。 

 

（回 答）ジョーブ司令官 

 日米の将来を担う子供たちの教育を、このような形でサポートしていくことが出来ると

いうことは、私ども米軍三沢基地にとりましても非常に意義があることだと思いますし、

これまでどおりイングリッシュキャンプの実施につきましては支援をしていきたいと考え

ています。三沢市から受け入れる子供たち、そして青森県から受け入れる子供たち、人数

はそれぞれ違っておりますけれど、また興味の範囲や中身が違うかもしれませんので、ど

うぞ生徒たちの興味や関心、そして希望に沿えるように受け入れる部隊の選定と調整をこ

ちらで行いたいと思います。 

 また、受け入れる部隊や軍人たちが対応をきちんと出来るように、生徒の皆さんの興味

や関心を事前に頂くことが出来れば、同じような部隊ではなくても、興味の内容に応じて、

三沢市、青森県と米軍部隊も変えることもできますので、そういった柔軟な対応もしてい

きたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

③下水道整備に関する協力依頼について（下水道課）：種市上下水道部長 

 今回、提示しております場所について、三沢駅の北側に位置しております、三沢公園近

くの米軍引込線用地でございます。 

 図面で青色に表示しています上久保地区の下水道整備の調査及び汚水管設計を今年度実

施しているところであります。 

 この上久保地区の下水道汚水管の流末を、市道大町・花園町線に既に埋設されている汚
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水管に接続し、古間木ポンプ場へ流入させる計画となっております。 

 このことから、三沢市では、既に一時使用許可を得ている米軍引込線用地と市道大町・

花園町線が交差する用地内に、新たに下水道汚水管を埋設し、上久保地区の安全・安心、

快適な暮らしを実現し、良好な環境を創造するべく、下水道整備を進めていきたいと考え

ております。 

 なお、現在設計中ではありますが、下水道汚水管は塩化ビニル管φ２００ｍｍで、埋設

深は１ｍ程度を予定しております。 

 つきましては、米軍引込線用地の一部を利用する下水道整備の推進について、円滑に遂

行できますよう特段のご配慮をよろしくお願いいたします。 

 

（回答）ジョーブ司令官 

 本事業が円滑に実施されますよう、米軍三沢基地としましては協力をしたいと思ってお

ります。これが市民の皆様の生活環境向上につながるものであると思っておりますし、基

地といたしましては協力をして参りたいと思います。また、工事開始にあたりまして計画

だったり、必要に応じて進捗状況等について、防衛事務所等への情報提供もお願いしたい

と思っております。また、本件に関しましては、本日出席しております任務支援群司令ホ

ルムス大佐の部下であります施設隊が担当することになるかと思いますので、必要に応じ

まして情報提供をしていただければ、こちらとしても大変助かります。よろしくお願いい

たします。 

  

５ 閉会の挨拶： 三沢市長 種市 一正 

第３５戦闘航空団司令官兼米軍三沢基地司令官 スコット・ジョーブ大佐 

 

６ 閉会 

 

 

 

           以 上 


